
JANPU災害支援対策委員会

災害大学間連携ネットワークとは



災害大学間連携ネットワークブロック活動とは
• 目的：災害発生時の教育継続支援に向けた組織体制構築

• 開始：2020年度より

• 参加校：JANPU災害支援対策委員会の趣旨に賛同いただいた会員校

• ブロック区分：47都道府県を７区分 (2024年10月末日時点)

広域ブロック名 小ブロック数 各都道府県ごとの登録課程数

北海道・東北 3
①北海道：11校 ②北東北（岩手3校・青森5校・秋田3校）：11校
③南東北（宮城5校・山形2校・福島2校）：9校

関東（東京以外） 4
①茨城4校・栃木4校：8校 ②群馬7校・埼玉11校：18校 ③神奈川：13校
④千葉：17校

東京 2 ①23区：18校 ②23区外：8校

中部 4
①岐阜9校・愛知16校：25校 ②新潟7校・長野6校：13校
③山梨2校・静岡6校：8校 ④石川5校・富山2校・福井4校：11校

関西・近畿 4
①京都9校・滋賀3校：12校 ②兵庫：15校 ③三重：4校
④大阪19校・奈良4校・和歌山3校：26校

中国・四国 2
①中国（鳥取2校・岡山5校・島根2校・広島7校・山口3校）：19校
②四国（高知2校・香川2校・愛媛4校・徳島3校）：11校

九州・沖縄 4
①北1（福岡北部）：12校 ②北2（福岡南部4校・佐賀2校・長崎3校）：9校
③南（大分2校・熊本3校・宮崎2校・鹿児島3校）：10校 ④沖縄：3校

合計 291課程（加盟校における割合95.7％）
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2024年10月末日時点
登録校291課程（95.7％）

北海道・東北ブロック：31課程
担当委員：竹本由香里（宮城大学）
①北海道：11校
②北東北（岩手3・青森5・秋田3）：11校
③南東北（宮城5・山形2・福島2）：9校

関東(東京以外)ブロック：56課程
担当委員：千葉由美（横浜市立大学）

山下美智代（筑波大学）
①茨城4・栃木4：8校
②群馬7・埼玉11：18校
③神奈川：13校
④千葉：17校

東京ブロック：26課程
担当委員：内木美恵

（日本赤十字看護大学）
①23区：18校
②23区外：8校

中部ブロック：57課程
担当委員：山﨑加代子

（敦賀市立看護大学）
①岐阜9・愛知16：25校
②新潟7・長野6：13校
③山梨2・静岡6：8校
④石川5・富山2・福井4校：11校

中国・四国ブロック：30課程
担当委員：竹崎久美子（高知県立大学）
①中国（鳥取2・岡山5・島根2・広島7・山口3）：19校
②四国（高知2・香川2・愛媛4・徳島3）：11校

九州・沖縄ブロック：34課程
担当委員：松成裕子（鹿児島大学）
①北1（福岡北部）：12校
②北2（福岡南部4・佐賀2・長崎3）：9校
③南（大分2・熊本3・宮崎2・鹿児島3）：10校
④沖縄：3校

関西・近畿ブロック：57課程
担当委員：西上あゆみ（藍野大学）
①京都9・滋賀3：12校
②兵庫：15校
③三重：4校
④大阪19・奈良4・和歌山3：26校

広域ブロックと小ブロック



ブロック単位
小ブロック単位

JANPU
災害支援
対策委員会

JANPU代表理事・
理事会

文部科学省等
関連省庁

①ブロッ ク担当者、小
  ブロ ッ ク当番大学の
リス ト化（ 年度 ）

②各大学の災害対策の
実態把握と情報交換

③これまでの被害大学
の経験と対応取り組
みの情報蓄積とＨＰ

 での情報提供を行う。

④災害フォーラム等で
 の情報共有の場の提
 供を行う。

平常時 被災時

●JANPUとしての対応、 方針の決定
●災害支援対策委員会への指示
●全国会員校への支援協力要請

●文科省、 厚労省への報告 ・ 意見提出
および相談

①災害等、 広域な災害が発生した場合、
ブロッ ク単位で情報収集を行う。

②被災状況調査について検討する。
③被災地の大学から報告された情報を元に、
必要な教育継続支援を検討する。

④JANPUと して対応が必要と思われる事項、
文科省、厚労省等への確認等（ 実習施設の  

   届け出がされていない施設で実習が必要、 
   入学 ・ 卒業式等への対応、卒業証明書の
   発行について、 等 ） と思われる事項がある
   場合はJANPU理事会へ報告、以後の検討 ・
 対応を求める。

⑤緊急時、 JANPU代表理事 ・ 理事会に報告後、
 必要であれば文科省 ・ 厚労省に被災状況等
  について情報提供を行う。

大規模災害の場合、
大ブロック単位で対応
検討

●ブロックおよび全国の
大学に、 必要な支援につ
いて情報を発信し、 支援
が可能な大学および可能
な支援内容を把握する。
●教育継続に向けた被災
地大学のニーズと支援の
マッチング ・ 調整を行う。

★小ブロック単位で支援
が可能な場合

被災地大学のニーズと支
援のマッチング・調整を
行う。

支援組織の体制づくり

ブロック会議
年に1-2回

小ブロック会議
数か月に１回

災害支援対策委員会

教育継続支援に向けた防災対策及び災害発生時の対応と連携体制（全体像）



JANPU災害大学間連携ネットワークの機能
：防災・減災のための会員校の連携組織

• 平時の災害への備えに関する情報共有

• 災害発生時の情報収集とブロック担当者への

連絡・報告

小ブロック

（大ブロックを分割）

（県・道・府単位）

• 平時の大学の備えに関する情報集約

• 災害発生時の情報集約、聞き取り調査・災害支援対策

委員会への報告

大ブロック（広域）

（地域単位）

• 各ブロック会議の議事共有

• JANPUでの課題・取り組み検討

• ホームページへの掲載

災害支援対策委員会

• 全大学への協力支援要請

• 関係各機関との調整

• 教育継続のための対策

JANPU
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2024年度 JANPU災害支援対策委員会 ネットワークのブロックと担当者名簿

役職 氏名 所属 連絡先 担当ブロック

委員長 守田美奈子 日本赤十字看護大学 morita@redcross.ac.jp 全体統括

委員 竹本由香里 宮城大学 takemotoy@myu.ac.jp 北海道・東北ブロック

委員 千葉由美 横浜市立大学 ychiba@yokohama-cu.ac.jp 関東（東京以外）ブロック

委員 山下美智代 筑波大学 m-yamashita@md.tsukuba.ac.jp 関東（東京以外）ブロック

委員 内木美恵 日本赤十字看護大学 m-naiki@redcross.ac.jp 関東（東京）ブロック

委員 山﨑加代子 敦賀市立看護大学 k-yamazaki@tsuruga-nu.ac.jp 中部ブロック

委員 西上あゆみ 藍野大学 a-nishigami@ns-u.aino.ac.jp 関西・近畿ブロック

委員 竹崎久美子 高知県立大学 takezaki@cc.u-kochi.ac.jp 中国・四国ブロック

委員 松成裕子 鹿児島大学 matsuy@health.nop.kagoshima-u.ac.jp 九州・沖縄ブロック

JANPU事務局 office@janpu.or.jp
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